
第３号機式（第１５条関係）
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用DRE

注】該当するロには、レ印を記入してください。特定事藁者以外の中痕者の方I±し印の妃入I±不要です。

２「基中平度」とはHf回期間の前年度を、「日揮年座」とは叶因期間の赴錦年度を．『報告年度」とは叶因痢同のうち．今回帆告の対象となる年度芒いいま1万

３「事業所等！#出区分」とは友部府内のU『乗所等の平栗活励のためのエネルギー0,1挺用に伴い発生する沮盆効果ガスを、「輸送mIHi排出区分」とは自動車運送平栗稀につし､ては使用の本民の位匠を京都府内とする[I〔丙
の排出する氾宙効果ガス醤、鉄道卒塞ぎにつし､ては保有するｉｎ物車両又I土旅客巾岡の排出するi目頭効果ガスを、Ｉその他ＩＩＰ山区分」とは上記以外の京fK府内における卒業所等の平栗活動に伴墹E生する沮甑効果ガス
をいし､まず。

４「原111位当たりの沮宝効果ガス排出mfF」の「用通区分」には、Ｏ･工四、中圃所などの用途を!a入してください。「卯lu位の相09」には、分子の「二破化倒粛換卸」の下に分母となる術担（生産数m、廷ぺ東西
繭、走行HERE等）を記入してください，

５「その他の地球恒pH化対策による沮宝効果ガスの削域m６，のうち「迩林の保全及び$[国」の「且極年度（叶団）」田には81面期間中の回顧の累計を、「細告年度（爽頓）」楓には爽輯の累計を記JLしてください．

６『特配印可Ｊ１」には．平成２年度《１９９０年度）を基車とした排出丘の対比や、省エネ艮品囲発など0赴廿の沮誼効果ガス排出刷減への貫欧、グリーン国遼の採用、特定フロンなどの条倒拍定外の沮宝効果ガスの111減
など避記入してください．

住所(峻人にあっ
ては、主たる本務
所の所在地〕

京都府京都市南区吉祥院落合町１５番地

氏名（法人にあっ
ては．渦杵及び代

変ifの氏名）
東レコーテックス株式会社代表取締役社長青木隆夫

卒業者の主たる
業種 繊維加工業

砿当

要件
する事業者

ロ京都府地球温畷化対策条例施行規則第10条第１号麟当事業者（大規模エネルギー使用事業者（原油に換算して1,500キロリットル以上））

「
京都府地球i且I極i化対策条例施行規則第10条第２号又は第３号砿当事業者（大規模運送事業者（トラック又はバス100台以上／タクシー150台以上／鉄道車両
150両以上）

「京都府地球温鰻化対策条例施行規則第10条第４号該当卒業者（その他の温室効果ガスの大規模排出事業者（二酸化炭素に換算して3,000トン以上〉）

計画期間 平成２０年４月～平成２３年３月

基本方針

天然ガスゴージェネレーションの安定稼動と省エネ機器導入、現行股徽の省エネ運転によるその省エネ効果によりＣＯ２ガスの削減をする。

推進体制
推進責任者施設環境部長を中心に、窓ロ担当安全環境課長、効果点検砿認者エネルギー管理士

環境マネジメントシステム名称 ISOl40012004 

適用範囲 本社・化成品工場

取得年月日 2002/12/2０ 

年度ごとの具体
的な取組及び措
歴の状況

年度

平成20～2３

股備、対象、工程等

本社、化成品工場

措囲内容

ポンプ類のインバーター化、低iW費趣力型コンプレッサーの導入(クーラー類含む)、各機器の右エネ運転方法砿立等

温室効果ガスの
排出量等 排出区分

Ａ事業所等排出区分

Ｂ輸送車両排出区分

Ｃその他排出区分

排出合計

実績に対する自己評価

基麺年度（実綴）

（１９）年度
(二匹h化炭斯換算）

目標年度（計画）

（２２）年度
(二敗化炭秦換jｴ）

増減率
(計画）

報告年度（実繊）
(２１）年度
(二股化』閃Ｉ鋼換算）

増減率
(実綴）

15,242.0ｔ 14,968.0ｔ －１．８船 11,871.4ｔ -22.1％ 

ｔ ｔ 乳 ｔ 兇

ｔ ｔ 船 ｔ 船

*115,242.0ｔ ＊Z14,968.0ｔ -Ｌ８％ ＊４ 110871.4ｔ -22.1船

基率年度に対して大幅な削減となった。要因はH20年間槻に生産鮭の減少によるものが大きいが、ポンプ類のインバーター
化及び省エネ対策の強化が効果として反映している。

原単位当たりの
温室効果ガス排
出丘等

用途区分 原単位の指標

本社・化成品
工場

二酸化炭素襖Z;［

、､7回収壁
二酸化炭素換騨

二酸化炭素換算

実績に対する自己評価

基準年度（実績） 目標年度（計画） 増減率（計画） 報告年度（実績） ｉｎ減率（突織）

7.217t-co2/t-mn7 7.Ｏ８８ｔ－ｃｏ２/t-Dw -1.8船 10.380t-co2/t-DMF 43.8船

船 船

船 乳

牛憲砒の減少とDMFを生産する精留塔のトラブルにより原単位の指標となるDMFの生塵麩が減少したため原単位自体は悪化し
た。現在Iま生窟量も墹加し装騒の安定稼動が出来ているので、必然的に原単位は改轡されている。

その他の地球温

暖化対策による
温室効果ガスの
削減吐騨

対策等の区分

森林の保全及びＨ１傭

府内塵の木材の利用

自然エネルギーを利用した鰹力
又は熱の供給

グリーン魎力の鴎入

家庭における温室効果ガス排出
母の削減効果分の購入

削減途等合計

目標年度（計画）

取４ｍｍ邸 (二Ｒ０化画素換算）

(整撞而壇） hａ (吸収且） ｔ 

利用且） Ⅱｎｏ ('111減且） ［ 

aq色且） kwｈ (削減、） ｔ 

熱9t絵且） GＪ (1M城、） ［ 

峨入丘） kwｈ (1M減赴） ｔ 

(輯入且） ｔ (､l域且） ｔ 

中３ｔ

報告年図 (実績）
取組丑埣 (二酸化炭素換算〕

(駐伯而璽） hａ 裂収、） ｔ 

(科用且） ｍｏ 胸Idin） ｔ 

(兜亘且） kwｈ １１１域趾） 上

(熟供給且） GＪ ､Ｉ城丘） ｔ 

(日9入且） kwｂ nlaKH） ｔ 

(四入、） ｔ (削減且） ｔ 

●５ｔ 

差引排出趣

(排出合叶-11！滅神合計）

基準年度（実績）

＊１15,242.0ｔ 

目標年度（計画〕

1屯)-(｡Q】14,968.0ｔ

墹減率（ilf面）

-1.8％ 

報告年度（実績）

１．o)-(堵Ｉ11,871.4ｔ

墹減率（実績）

-22.1％ 

地球温畷化対策
に資する社会貢
畝活動

京都府･市からの呼びかけのライトダウン等に参加する。

特記事項

官庁主催の各イベント、講習会等々に積極的に参加する。


